
平成凶年12月号（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全輪　明大枚友会西東京だより　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第8号

発　行

明治大学枚友会

西東京市嶋媚支農

事轟¶

西貫貫市芝久保町

al・21　〈有責〉

TEL肌汀・9815

平
成
二
四
年
度
地
域
支
部定

期
総
会

平
成
二
四
年
度
定
期
総
会
が
、

六
月
九
日
（
土
）
　
田
無
庁
舎
で

開
催
さ
れ
、
林
北
桁
支
部
長
他

玉
名
の
来
賓
を
含
め
二
二
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

石
井
副
幹
婁
息
の
司
会
に
よ

り
、
中
井
副
支
部
長
の
開
会
挨

拶
に
続
き
、
有
責
支
部
長
の
挨

拶
の
後
、
規
約
に
上
り
有
責
支

部
長
が
議
長
と
な
り
濃
蔓
に
入

り
ま
し
た
。

武
藤
腱
重
患
か
ら
「
平
成
二

三
年
度
会
務
報
告
」
が
、
丸
岡

会
計
か
ら
「
平
成
二
三
年
度
会

計
報
告
」
が
、
水
井
監
査
か
ら

監
杢
報
告
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
垂
水
副
幹
婁
長
か
ら

「
平
成
二
四
年
度
事
業
計
画
案
」

が
、
小
泉
原
会
計
か
ら
「
予
算

案
」
の
提
案
説
明
が
あ
り
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
武
蔵
幹
事
長
か
ら

出
席
の
乗
算
紹
介
と
代
表
に
よ

る
祝
辞
を
賜
り
、
最
後
に
野
口

副
支
節
長
か
ら
閉
会
の
挨
拶
が

あ
り
定
期
総
会
は
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

閉
会
後
、
会
場
を
食
堂
に
移

し
て
懇
親
会
を
開
催
。
武
藤
幹

手
長
の
進
行
に
よ
り
有
賀
支
部

長
の
挨
拶
、
野
口
副
支
払
長
の

乾
杯
で
和
や
か
に
進
む
中
、
現

市
議
会
議
長
で
会
月
の
小
林
た

つ
や
さ
ん
の
挨
拶
も
あ
り
、
カ

ラ
オ
ケ
を
使
っ
て
の
歌
謡
で
は

リ
ク
エ
ス
ト
が
多
く
、
消
化
で

き
な
い
程
の
盛
況
を
極
め
、
賑

か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
最

後
に
全
月
が
輪
に
な
っ
て
恒
例

の
放
散
を
斉
唱
し
て
閉
会
し
ま

し
た
。

二
〇
二
一
年
度

定
時
代
繍
員
総
会

七
月
二
九
日
、
本
学
リ
バ
テ

ィ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
定
時
総
会

が
開
催
さ
れ
、
五
二
〇
名
（
委

任
状
含
む
）
　
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
村
山
盲
市
校
友
会

名
誉
会
長
、
向
殿
校
友
会
長
の

あ
い
さ
つ
、
日
高
理
事
長
、
福

宮
新
学
長
な
ど
の
祝
辞
の
後
議

事
に
入
る
。

議
事
は
、
二
〇
一
一
年
度
会

務
報
告
、
二
〇
二
年
度
決
算
、

報
告
、
二
〇
二
一
年
度
事
象
蘇

商
業
、
同
予
算
案
他
に
つ
い
て

審
議
決
定
し
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、
草
葉
生
社
友

会
表
彰
（
三
代
及
び
兄
弟
三
人

卒
業
生
）
　
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
本
年
九
月
開
催
さ

れ
る
全
国
枚
友
静
岡
大
会
、
二

〇
二
二
年
開
催
の
大
分
大
会
の

ア
ピ
ー
ル
が
あ
り
閉
会
し
ま
し
た
。 支

部
長
・
地
域
支
部
長
・

本
部
員
懇
談
会

七
月
二
八
日
、
本
学
ア
カ
デ

ミ
ー
コ
モ
ン
に
お
い
て
二
四
〇

名
余
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し

た
。懇

談
会
は
、
向
殿
校
友
会
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
日
高
理
事
長

（
本
年
四
月
就
任
）
　
の
祝
辞
、

新
た
に
発
足
し
た
座
間
市
、
清

瀬
市
地
域
支
部
に
支
部
旗
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
、
全
国
校
友
静

岡
大
会
、
二
〇
一
二
年
度
校
友

会
本
部
日
程
、
二
〇
一
三
年
度

支
部
公
開
講
演
会
、
第
一
五
回

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
及

び
校
友
会
学
生
助
成
等
の
諸
報

告
が
あ
り
こ
れ
を
承
認
し
み
し

た
。

引
き
続
き
、
福
宮
学
長
（
四

月
就
任
）
　
の
　
「
次
代
を
拓
き
、

世
界
へ
発
信
す
る
大
学
」
を
日

蒋
し
て
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
が

あ
り
閉
会
し
ま
し
た
。

2012年新司法賦職の結集（短書式拭義合格者数）
（明治大学広報から抜粋）

鵬 位 （昨 年 ） 大 学 名 合 格 者 数 受 験 者 数

1 （1 ） 中 央 大 3 9 9 （3 6 6 ） 4 8 9 （4 6 1 ）

2 （4 ） 早 棚 田 大 3 3 2 （2 9 1 ） 4 7 2 （4 3 2 ）

3 （2 ） 真 京 大 3 0 3 （3 4 6 ） 3 7 9 （4 1 6 ）

4 （3 ） 嘉 島 大 2 8 5 （2 9 2 ） 3 4 7 （3 4 2 ）

5 （5 ） 明 治 大 2 4 7 （2 6 9 ） 3 0 1 （3 7 5 ）

6 （6 ） 京 都 大 2 3 3 （2 5 9 ） 2 8 0 （3 15 ）

7 （8 ） 立 命 館 大 1 4 7 （16 3 ） 23 6 （2 6 2 ）

8 （7 ） 同 窓 杜 夫 1 4 0 （17 3 ） 22 9 （2 7 7 ）

9 （13 ） 大 阪 大 1 2 8 （12 5 ） 1 7 7 （17 1 ）

1 0 （14） 北 海 遭 大 1 2 3 （12 2 ） 1 5 9 （16 0 ）

1 0 （10） 上 智 大 1 2 3 （13 8 ） 18 3 （19 3 ）

2012年入賦生霊私大志■著勤
（バスナビ：旺文社から抜粋）

¶ 位

（繍 年 ）
大 学 名

志 ■
者 緻 静 年

1 （1） 明 治 大 113 ，32 0 113 ．粥

2 （2 ） 早 龍 田 大 l隠 52 7 113 ，65 3

3 （8 ） 立 合 館 大 8 5 ，13 8 7 5 ，6 8 3

4 （3 ） 法 政 大 8 5 ，12 9 9 2 ，8 1 9

5 （6 ） 中 央 大 8 4 ．9 40 8 0 ．15 6

6 （4 ） 日本 犬 8 4 ，8 1 4 9 2 ，18 7

7 （5 ） 円 西 大 79 ．9 帥 8 6 ，16 3

8 （7 ） 近 畿 大 7 9．7 4 4 8 1，3 8 7

9 （9 ） 立 教 大 6 9．4 5 2 6 7 ．8 3 7

10 （10 ） 東 洋 大 6 4 ．8 2 9 6 7 ．5 3 8

北
部
支
部
　
平
成
二
四
年
度
定
時
総
会

本
年
ま
の
北
部
支
那
定
時
総

会
は
、
大
学
の
施
設
で
な
く
池

袋
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ホ
テ
ル
を

会
場
に
五
月
二
七
日
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

一
二
二
名
の
参
加
を
得
て
、

第
一
部
は
明
治
大
学
情
報
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
牛

馬
奈
緒
美
さ
ん
に
よ
る
公
開
講

演
会
「
女
性
の
力
を
引
き
出
す

組
織
の
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
」
と
凰
す
る
講
漁
が
あ
り
ま

し
た
。

従
来
の
男
性
優
位
社
会
に
偏

ら
ず
、
元
来
備
わ
っ
て
い
る
女

性
の
優
し
さ
、
し
な
や
か
さ
の

特
性
を
生
か
し
た
リ
ー
ダ
ー
論

が
展
開
さ
れ
、
参
加
さ
れ
た
男

性
は
勿
論
、
多
数
参
加
さ
れ
た

女
性
の
方
々
に
取
り
ま
し
て
も

非
常
に
た
め
に
な
る
講
演
と
な

り
ま
し
た
。

第
二
部
は
定
時
総
会
、
大
沢

集
美
副
支
那
長
の
開
会
の
挨
拶
、

林
幸
せ
支
部
長
挨
拶
に
続
き
林

支
郡
長
の
鰻
長
の
下
、
譲
葉
の

審
議
に
入
り
ま
し
た
。
二
三
年

ま
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
の

承
認
、
二
四
年
度
の
事
業
計
画

・
予
算
案
等
の
承
故
さ
れ
、
閉

会
し
ま
し
た
。

第
－
二
桁
は
懇
親
会
、
恒
廟
の

各
地
墟
支
節
ご
と
の
記
念
盤
影

も
盛
り
込
ま
れ
、
和
気
あ
い
あ

い
の
中
楽
し
い
有
意
義
な
時
間

を
瀾
喫
、
放
散
斉
唱
・
万
歳
三

唱
を
も
っ
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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特
集
　
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム

野
　
口
　
清
　
次

（
昭
三
一
工
事
）

丸
岡
百
合
江
副
支
部
長
の
死

去
を
悼
む
一
人
と
し
て
、
故
人

と
の
関
係
の
印
象
の
強
い
、
過

去
五
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
思
い

出
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す

る
。第

」
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
平

成
二
〇
年
六
月
七
日
　
（
土
）
　
に

開
催
し
た
が
、
当
初
参
加
者
の

募
集
に
苦
慮
し
て
い
る
時
、
百

合
江
さ
ん
が
友
人
の
中
か
ら
六

名
を
集
め
て
く
れ
て
、
賑
や
か

な
ハ
イ
キ
ン
グ
が
出
来
た
こ
と

が
印
象
的
で
参
加
者
が
一
五
名
。

行
程
は
飯
能
市
の
天
覧
山
～

多
峯
主
山
で
し
た
。

第
二
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
平

成
二
〇
年
一
一
月
二
九
日
　
（
土
）

に
開
催
。
行
程
は
古
都
鎌
倉
の

天
園
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
縦

走
。
そ
の
後
、
江
ノ
電
で
長
谷

寺
参
拝
。
今
回
も
百
合
江
さ
ん

の
紹
介
で
九
名
が
参
加
。
合
わ

せ
て
二
二
名
で
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

第
三
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
平

成
二
一
年
一
一
月
一
日
　
（
日
）

に
開
催
。
行
程
は
御
岳
山
か
ら

日
の
出
山
、
そ
し
て
御
岳
渓
谷

の
散
策
。

こ
の
日
は
百
合
江
さ
ん
欠
席

す
る
も
友
人
　
（
以
後
奮
助
会
員

と
呼
称
）
　
三
名
参
加
で
紀
勢
一

三
名
と
な
っ
た
。

第
四
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
平

成
二
三
年
七
月
一
八
日
　
（
目
）

開
催
。
今
回
は
趣
向
を
変
え
て

「
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
送

迎
付
き
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。

行
程
は
残
雪
の
谷
川
岳
、
一
の

倉
沢
の
散
策
、
た
ん
ば
ら
の
ラ

ラ
ベ
ン
ダ
ー
観
賞
。

百
合
江
さ
ん
の
賛
助
会
員
九

名
参
加
で
計
一
八
名
の
団
体
で

行
動
し
た
。

第
五
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
平

成
二
四
年
四
月
二
五
日
　
（
土
）

開
催
。百

合
江
さ
ん
の
賛
助
会
員
、

有
賀
支
部
長
関
係
の
賛
助
金
月

三
名
を
得
て
、
合
計
一
三
名
の

奉
加
と
な
っ
た
。
行
程
は
二
班

に
分
け
、
A
蛙
は
御
岳
山
か
ら

日
の
出
山
経
由
で
つ
る
つ
る
温

泉
へ
、
B
班
は
自
家
用
車
で
直

接
つ
る
つ
る
温
泉
へ
向
か
う
こ

と
に
決
め
た
。
今
回
は
百
合
江

さ
ん
の
体
調
不
良
の
た
め
、
自

宅
静
養
を
勤
め
た
が
本
人
の
希

望
で
参
加
を
認
め
、
A
班
B
班

捕
っ
て
温
泉
で
会
食
し
帰
途
に

つ
い
た
。

私
の
舞
味

浜
田
　
曇

（
昭
四
五
　
政
経
卒
）

「
あ
な
た
の
趣
味
は
？
」
と

開
か
れ
る
と
、
「
自
分
に
は
趣

味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
…
？
」

改
め
て
自
閉
し
て
し
ま
う
。

も
ち
ろ
ん
仕
事
と
趣
味
は
全

く
別
物
だ
が
、
仕
事
が
科
学
技

術
に
関
す
る
興
味
あ
る
内
容
な

の
で
没
顔
す
る
こ
と
が
多
く
、
他

に
趣
味
を
持
た
な
く
て
も
不
足

を
感
じ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ

で
も
六
〇
に
な
る
前
に
は
、
全
く

違
う
こ
と
を
し
よ
う
と
考
え
た
。

西
伊
豆
で
農
作
業
を
始
め
た

の
は
そ
の
頃
だ
。
農
作
業
は
趣

味
と
は
言
え
な
い
が
、
考
え
て

み
る
と
好
き
で
始
め
て
綴
け
て

い
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
。

ピ
ア
ノ
は
毎
日
弾
い
て
い
る
。

ま
だ
ま
だ
人
前
で
弾
け
る
レ
ベ

ル
で
は
な
い
が
「
家
に
友
達
が

き
た
と
き
に
和
め
ば
…
」
と
練

習
し
て
い
る
。
だ
か
ら
．
ま
だ

趣
味
の
内
に
は
入
ら
な
い
。

大
学
の
ゼ
ミ
仲
間
と
年
に
七

～
八
回
は
山
へ
行
く
。
主
に
佐

山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
だ
け
ど
反
省

会
が
楽
し
み
だ
か
ら
、
こ
れ
は

遊
び
だ
。
夜
空
を
見
上
げ
て
月

や
木
星
を
双
眼
艶
で
眺
め
る
の

も
、
日
常
の
楽
し
み
に
な
っ
て

い
る
が
遊
び
に
近
い
。

そ
う
こ
う
考
え
て
行
く
と
、

「
歩
く
こ
と
」
は
趣
味
に
入
る

か
も
知
れ
な
い
。
歩
き
そ
の
も

の
よ
り
は
、
景
色
な
ど
を
ゆ
っ

た
り
楽
し
む
こ
と
が
好
き
だ
ろ

う
。
学
生
の
頃
か
ら
マ
ラ
ソ
ン

を
続
け
て
い
て
青
梅
マ
ラ
ソ
ン

な
ど
で
走
っ
て
い
た
が
、
今
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。保

谷
か
ら
事
務
所
ま
で
、
一

時
間
掛
け
て
畑
や
公
園
を
抜
け

て
あ
る
い
て
行
く
こ
と
は
兼
し

い
。
こ
ん
な
小
さ
な
旅
で
も
、

四
季
折
々
の
風
情
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
。

高
校
卒
業
時
に
級
友
と
二
〇

日
掛
け
て
京
都
ま
で
「
て
く
て

く
施
」
を
し
た
。
だ
か
ら
ど
ん

な
に
時
間
が
掛
ろ
う
と
も
、
歩

く
こ
と
は
苦
に
な
ら
な
い
。
そ

の
時
は
寄
り
道
す
る
時
間
も
カ

ネ
も
無
か
っ
た
け
と
、
数
年
前

に
妻
と
二
人
で
「
箱
根
駅
伝
ち

ん
た
ら
旅
」
を
始
め
た
。

寄
り
道
し
て
道
草
を
食
い
な

が
ら
行
く
「
て
く
て
く
族
」
だ
。

選
手
諸
君
が
力
走
す
る
東
海
道

を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
み
よ
う
…

と
い
う
心
意
気
だ
っ
た
が
、
何

せ
横
丁
の
商
店
街
に
入
っ
て
追

ーで王

お知らせ

平成25年新年会
会員・鸞助会員多数のご参加を日

日　時　1月26日（土）　午後3時－
場　所　　市役所田無庁舎　lF　食堂
全　景　　4．000円
参加申込は皐儀の都合上、1月10日（木）
武蔵幹事長　　携・貯090－2484－5614
垂水劇幹事長　携帯090－2303－1412へ

犬吠崎早春旅行
本州で一書早いご来光！！

期　日　　平成25年2月21日（木）・22日（金）
（1泊2日）

行　先　　千葉県大吠崎　　ホテル海景
0479－25－6000

バス送迎付き（往復）
義加雷　　20，000円
暮鼻人数　20名（催行人数15名）

会員・賛助会員・ご家族・ご友人
お膳い合わせの上、
多数のご参加をお待ちしています。

、鬱血申込み1月31日（木）までに
垂水鋼幹事長　090－2303－1412
石井副幹事長　090－7242－0067へ

第5回
日帰りバスツアー報告

平成23年日月11日（金）に三相半島の城ヶ島を
肪ねるコースで有責支さl長を始め会員・家族18名
が参加しました。
雨の中、北馬白秋作窮の「南はふるふる城ケ島

の鐘の…」を思い出しながら出発、城ケ島大義の
たもとに立つ闊碑見学は雨のため中止し、京急ホ
テルに向い昼食と入浴体艶。
晴れなら昼食会嶋と義夫凰呂から秀峰富士山や

爬根・天城を眺められたのに残念。
帰路は「ペリーJ己念館見学」を取りやめ、日本

有数のマグロ漁港の三崎魚市場での買い物に時間
を割きました。車内では久しぶりにカラオケタイ
ムになり帰着しました。

（昭42　文革・垂水正紀）

明治大学校友会酉貫京地域支部役員名簿
平鹿24年12月漫在　　　　　任期　平成25年3月31日

役　 職 氏　 名 担当地域 積 用

支節長 有　 責　　　 茂 芝久保町 昭3 1

剛支部長 中　 井　　　 宇 東伏見 呵24

綱支節長 野　 口　 清　 次 縁町・ひばりが丘 昭31

綱支払良 江　 原　 孝　 弘 下保谷 昭34

幹事長 式　 簾　 道　 雄 谷戸町・ひばりが丘北 昭45

鋼幹事長 石　 井　 利　 正 住吉町・泉町 呵35

綱幹事長 垂　 水　 正　 紀 北町イ 保谷 昭42

会計（正） 丸　 ｛　 忠　 明 田無町・西府町 呵32

会計（欄） カ、垣服　 郁　 子 向台町 昭31

幹　 事 嶋　 田　　　 厳 鱒沢・保谷町・新町 昭42

幹　 事 後　 篇　 嘉　 昭 芝久保町 昭41

幹　 事 浜　 田　　　 量 泉町・景町 昭45

幹　 事 襖　 井　 哲　 郎 雷士町 平 6

幹　 事 曹　 販　 美　 臣 南町 平15

監　 査 水　 井　 高　 志 兼町 昭38

監　 査 中　 澤　 千枝子 北原町 昭32
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